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は
じ
め
に

小
椋 

彩

本
書
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
・
基
盤
（
Ｂ
）（21H

00518

、23K
20456

）「
ロ
シ
ア
・
中
東
欧
の
エ
コ
ク
リ
テ
ィ

シ
ズ
ム
―
―
ス
ラ
ヴ
文
学
と
環
境
問
題
の
諸
相
」（
代
表
・
小
椋
彩
）
と
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
一
七
日
に
京
都
大
学
文
学
部
で
開

催
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
ロ
シ
ア
・
東
欧
の
『
パ
ス
ト
ラ
ル
』
の
諸
相
」（
日
本
ロ
シ
ア
文
学
会
若
手
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
企
画

賞
受
賞
、
代
表
・
五
月
女
颯
）
の
研
究
成
果
で
あ
る
。
上
記
科
研
費
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
二
〇
一
九
年
度
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
・

ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
型
」
共
同
研
究
「
中
東
欧
地
域
の
エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
関
す
る
研
究
」
の
後

継
と
し
て
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
を
お
も
な
調
査
対
象
と
す
る
文
学
者
・
文
化
人
類
学

者
・
社
会
学
者
に
よ
っ
て
二
〇
二
一
年
よ
り
開
始
さ
れ
、
こ
の
科
研
費
助
成
に
よ
り
、
日
本
ス
ラ
ヴ
学
研
究
会
研
究
発
表
会
で
の
パ

ネ
ル
組
織
（
パ
ネ
ル
名
「
鉱
山
の
光
景
」、
二
〇
二
二
年
三
月
三
〇
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）、
ヘ
ル
シ
ン
キ
大
学
准
教
授
テ
ィ
ン

テ
ィ
・
ク
ラ
プ
リ
氏
の
日
本
招
聘
と
講
演
会
開
催
（
二
〇
二
三
年
九
月
二
九
日
、
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
）、
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ス
ラ
ヴ
の
森
」
開
催
（
同
三
〇
日
、
北
海
道
大
学
文
学
部
）
が
か
な
っ
た
。
本
書
に
は
ロ
シ
ア
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東
欧
学
会
二
〇
二
三
年
度
研
究
大
会
・
共
通
論
題
「
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
環
境
を
考
え
る
」（
二
〇
二
三
年
一
一
月
四
、
五
日
、

京
都
大
学
文
学
部
）
で
の
中
村
唯
史
、
小
椋
彩
の
各
報
告
と
討
論
の
過
程
で
得
ら
れ
た
知
見
も
反
映
し）

1
（

、
イ
ギ
リ
ス
の
ロ
マ
ン
主
義

を
代
表
す
る
詩
人
ワ
ー
ズ
ワ
ス
を
「
ポ
ス
ト
・
パ
ス
ト
ラ
ル
」
の
視
点
か
ら
考
察
す
る
論
考
（
吉
川
朗
子
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ワ
ー
ズ

ワ
ス
の
描
く
英
国
湖
水
地
方
の
自
然
と
共
同
体
―
―
パ
ス
ト
ラ
ル
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」）
や
、
日
本
文
学
か
ら
環
境
を

ま
な
ざ
す
論
考
（
伊
東
弘
樹
「
幸
田
露
伴
の
水
都
東
京
論
―
―
日
本
の
パ
ス
ト
ラ
ル
受
容
の
一
つ
と
し
て
」）
も
加
え
て
、
よ
り
広

範
な
視
野
か
ら
文
化
と
環
境
を
と
ら
え
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。

エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
目
的
と
は
、
端
的
に
言
っ
て
、
環
境
と
文
学
の
相
互
関
係
に
注
目
す
る
こ
と
だ
。
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
な
思

想
を
取
り
入
れ
た
文
学
批
評
の
枠
組
み
と
し
て
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
、
一
九
九
〇
年
代
に
学
問
と
し
て
組
織
化
さ
れ
る
と
、
二
〇
〇

〇
年
代
に
入
り
、
文
学
の
み
な
ら
ず
文
化
全
域
に
及
ぶ
批
評
の
枠
組
み
と
し
て
急
速
に
拡
大
し
た
。
そ
の
展
開
に
つ
い
て
簡
単
に
追

う
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
へ
の
注
目
に
始
ま
り
、
パ
ス
ト
ラ
ル
や
イ
ギ
リ
ス
・
ロ
マ
ン
主
義
の
自
然

へ
の
ま
な
ざ
し
な
ど
自
然
表
象
に
関
心
が
向
け
ら
れ
た
第
一
波
、
理
論
的
広
が
り
と
と
も
に
大
都
市
や
産
業
に
も
関
心
が
向
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
第
二
波
、
多
文
化
主
義
的
傾
向
が
見
ら
れ
る
第
三
波
を
経
て
、
現
在
は
、
人
間
が
地
球
に
与
え
た
影
響
を
考
え

る
「
人
新
世
」
の
議
論
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、
新
た
な
波
が
観
察
さ
れ
る
。
世
界
中
の
環
境
問
題
の
緊
急
性
へ
の
認
識
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
が
発
展
す
る
形
で
、
地
域
的
に
も
学
問
領
域
的
に
も
い
ま
な
お
多
様
に
展
開
し
続
け
て
い
る
。

一
方
、
エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
が
英
米
文
学
批
評
に
起
源
を
も
つ
ゆ
え
に
、
研
究
の
取
り
組
み
の
地
域
的
不
均
衡
は
か
ね
て
よ
り

指
摘
さ
れ
て
き
た
。
英
米
文
学
研
究
の
文
脈
で
の
こ
こ
数
十
年
に
わ
た
る
急
速
な
発
展
と
比
較
し
て
、
近
年
根
付
き
始
め
た
ば
か
り

と
い
う
国
・
地
域
も
多
い）

2
（

。

本
書
執
筆
者
の
大
半
が
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
と
定
め
る
ロ
シ
ア
・
中
東
欧
地
域
の
、
ス
ラ
ヴ
諸
語
が
話
さ
れ
る
ス
ラ
ヴ
語
文
化
圏

に
お
い
て
も
、
同
様
に
研
究
の
遅
滞
は
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
と
は
い
え
、
む
ろ
ん
、
そ
う
し
た
事
情
が
こ
の
地
域
の
環
境
へ
の
無
関

心
を
あ
ら
わ
す
わ
け
で
は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
東
部
か
ら
ロ
シ
ア
に
か
け
て
広
が
る
こ
の
一
帯
で
、
た
と
え
ば
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ベ
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ラ
ル
ー
シ
の
現
国
境
地
帯
に
ひ
ろ
が
る
ビ
ャ
ウ
ォ
ヴ
ィ
エ
ジ
ャ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
バ
イ
ソ
ン
の
保
護
な
ど
、
環
境
問
題
へ
の
関
心
は
む

し
ろ
潜
在
的
に
高
か
っ
た
（
越
野
剛
「
ソ
連
時
代
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
原
生
林
と
バ
イ
ソ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
」）。
環
境
の
こ
と
を
「
自
然

環
境
」
と
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
土
地
や
自
然
は
人
を
取
り
巻
く
も
の
と
し
て
、
そ
の
精
神
性
と
関
連
付
け
ら
れ
、
独
自
的
価
値
を
付

与
さ
れ
て
き
た
。
古
来
よ
り
自
然
を
テ
ー
マ
に
文
学
が
編
ま
れ
て
、
そ
う
し
た
文
学
へ
の
批
評
に
は
各
々
の
伝
統
が
あ
る
。
た
と
え

ば
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
「
風
景
論
」
の
学
問
領
域
を
開
い
た
文
学
史
家
ヤ
ツ
ェ
ク
・
コ
ル
ブ
シ
ェ
フ
ス
キ
（Jacek K

olbuszew
ski 

一

九
三
八
―
二
〇
二
二
）
の
著
書
は
、
一
九
世
紀
前
半
の
分
割
時
代
か
ら
戦
間
期
に
い
た
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
学
に
お
い
て
「
タ
ト
ラ
山

脈
」
が
担
っ
た
表
象
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
（『
一
八
〇
五
年
か
ら
一
九
三
九
年
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
学
に
お
け
る
タ
ト
ラ
山
脈）

3
（

』）。

ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
現
国
境
地
帯
を
走
る
タ
ト
ラ
山
脈
は
、
と
り
わ
け
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
芸
術
家
の
間

で
、
観
念
や
思
想
の
投
影
先
と
し
て
お
お
い
に
流
行
し
、
と
き
に
神
話
的
か
つ
非
現
実
的
な
姿
で
あ
ら
わ
さ
れ
て
き
た
。
詩
に
描
か

れ
た
山
々
の
雄
大
な
自
然
は
、
人
間
に
人
生
の
意
味
や
目
的
、
義
務
に
つ
い
て
の
考
察
を
促
す
。
山
は
人
間
に
生
の
儚
さ
を
教
え

る
の
で
あ
り
、「
若
き
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
の
代
表
的
詩
人
テ
ト
マ
イ
ェ
ル
（K

azim
ierz Przerw

a-Tetm
ajer 

一
八
六
五
―
一
九
四
〇
）

は
、
自
然
を
前
に
す
れ
ば
人
の
存
在
が
生
死
の
絶
え
間
な
い
明
滅
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
、
印
象
派
絵
画
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
詩
表
現
に

よ
っ
て
示
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
土
地
や
自
然
は
、
帝
国
と
し
て
主
体
的
に
領
土
拡
大
に
努
め
て
き
た
場
合
も
、
ま
た
複
雑
な
領

土
変
更
が
繰
り
返
さ
れ
た
被
支
配
地
域
で
あ
っ
て
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
表
出
を
引
き
受
け
て
も
き
た
の
で
あ
り
、
失
わ
れ
た
ポ

ー
ラ
ン
ド
東
部
国
境
地
帯
「
ク
レ
ス
ィ
」
が
そ
の
多
言
語
性
・
多
民
族
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ミ
ツ
キ
ェ
ヴ
ィ
チ
（A

dam
 B

ernard 

M
ickiew

icz 

一
七
九
八
―
一
八
五
五
）
や
ミ
ウ
ォ
シ
ュ
（C

zesław
 M

iłosz 

一
九
一
一
―
二
〇
〇
四
）
を
介
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
愛

国
心
の
醸
成
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
は
そ
の
一
例
と
い
え
る
だ
ろ
う）

4
（

。

ロ
シ
ア
・
中
東
欧
の
自
然
や
環
境
を
考
え
る
う
え
で
、
こ
の
地
域
が
「
帝
国
主
義
」
と
「
共
産
主
義
」
の
過
去
を
共
有
す
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
れ
が
、
程
度
の
差
は
あ
れ
地
域
特
有
の
環
境
問
題
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
に
は
と
り
わ
け
留
意
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

欧
州
の
比
較
的
狭
い
地
域
に
集
ま
る
ス
ラ
ヴ
語
圏
は
、
言
語
に
由
来
す
る
共
通
の
文
化
基
盤
を
有
す
る
一
方
で
、
旧
共
産
圏
と
地
勢
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的
に
ほ
ぼ
重
な
り
合
う
。
コ
ー
カ
サ
ス
山
脈
麓
に
位
置
す
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
は
「
ス
ラ
ヴ
語
圏
」
で
は
な
い
も
の
の
、
か
つ
て
ロ
シ
ア

帝
国
の
植
民
地
と
し
て
様
々
な
影
響
を
被
り
、
二
〇
世
紀
に
は
ソ
連
の
構
成
国
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ロ
シ
ア
・
ソ
連
へ
の
ま
な

ざ
し
を
「
東
欧
」
の
そ
れ
と
比
較
さ
れ
る
こ
と
も
ま
ま
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ア
ン
ナ
・
バ
ル
チ
ュ
は
『
ソ
連
・

東
欧
の
環
境
文
化
』
の
な
か
で
、「
集
団
農
業
や
重
工
業
に
よ
る
土
壌
汚
染
と
水
質
汚
染
、
放
射
能
に
汚
染
さ
れ
た
ウ
ラ
ン
鉱
石
の

採
掘
」
を
理
由
に
閉
鎖
さ
れ
た
町
の
景
色
を
、「
旧
ソ
連
圏
諸
国
の
中
央
集
権
的
な
地
域
経
済
が
風
景
に
残
し
た
痕
跡
の
ほ
ん
の
一

部）
5
（

」
と
述
べ
る
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
よ
る
環
境
汚
染
や
、
ロ
シ
ア
北
極
圏
の
産
業
開
発
と
こ
こ
に
多
発
す
る
森
林
火

災
、
同
じ
く
北
極
圏
の
永
久
凍
土
の
融
解
に
よ
る
土
壌
汚
染
な
ど
、
地
域
に
発
す
る
環
境
危
機
は
、
国
家
の
環
境
政
策
や
グ
ロ
ー
バ

リ
ズ
ム
の
議
論
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
ら
が
こ
の
地
域
特
有
の
倫
理
的
・
政
治
的
な
複
雑
さ
を
伴
い
、
被
支
配

者
で
あ
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
存
在
を
踏
ま
え
た
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
や
、
文
学
史
書
き
換
え
の
要
請
へ
向
か
う
こ
と
は
、
五
月

女
論
考
（「
Ａ
・
カ
ズ
ベ
ギ
「
ぼ
く
が
羊
飼
い
だ
っ
た
頃
の
話
」
に
お
け
る
パ
ス
ト
ラ
ル
の
諸
相
」）
や
、
ク
ラ
プ
リ
論
考
に
示
さ
れ

る
と
お
り
だ
（「
北
の
隣
人
た
ち
―
―
エ
コ
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
お
よ
び
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら
見
た
ロ
シ
ア
北
極
圏

先
住
民
文
学
」）。

環
境
危
機
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
文
学
や
映
画
は
、
地
域
を
問
わ
ず
、
世
界
的
に
増
加
傾
向
に
あ
る
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
作
家
オ
ル
ガ
・

ト
カ
ル
チ
ュ
ク
は
、
熱
心
な
社
会
活
動
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
が
、
二
〇
〇
九
年
発
表
の
小
説
『
死
者
の
骨
に
汝
の
犂
を
通
せ
』

（
菅
原
論
文
「
森
で
死
者
の
声
を
聴
く
―
―
現
代
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
学
の
事
例
か
ら
」
参
照
）
は
、
推
理
小
説
を
パ
ロ
デ
ィ
化
し
な
が

ら
「
動
物
の
権
利
」
を
訴
え
る
「
環
境
犯
罪
小
説
」
と
も
称
さ
れ
、
ア
グ
ニ
ェ
シ
ュ
カ
・
ホ
ラ
ン
ト
監
督
に
よ
る
そ
の
映
画
化
は）

6
（

、

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
、
狩
猟
の
趣
味
を
認
め
る
非
倫
理
的
な
も
の
と
し
て
描
い
た
こ
と
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
内
に
保
守
と
革
新
の
対
立

の
緊
張
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
は
近
年
の
環
境
に
対
す
る
こ
の
国
の
意
識
の
こ
れ
ま
で
に
な
い
高
ま
り
と
多
様
化
の
一
例
と
と
ら
え

ら
れ
る
。
こ
う
し
た
状
況
は
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
に
行
わ
れ
た
ト
カ
ル
チ
ュ
ク
に
よ
る
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
（
二
〇
一
八
年
度
）
受

賞
記
念
講
演）

7
（

と
、
翌
二
〇
二
〇
年
四
月
に
ド
イ
ツ
の
新
聞
、
つ
づ
い
て
本
人
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
発
表
さ
れ
た
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
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に
関
す
る
時
事
エ
ッ
セ
イ
（「
窓
」）
に
よ
っ
て
、
と
く
に
強
く
印
象
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）

8
（

。
両
者
は
、
世
界
的
に
深
刻
化
す

る
環
境
破
壊
へ
の
危
機
意
識
と
、
そ
れ
に
対
す
る
文
学
の
役
割
を
共
通
の
テ
ー
マ
と
し
、
そ
の
こ
と
が
世
間
の
大
き
な
反
響
を
読
ん

だ
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
講
演
の
方
に
は
、
バ
タ
フ
ラ
イ
効
果
（
蝶
の
羽
ば
た
き
程
の
わ
ず
か
な
変
化
か
ら
連
鎖
的
に
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
世

界
規
模
の
環
境
破
壊
）
と
自
ら
の
創
作
技
法
（
星
に
見
立
て
た
断
片
的
挿
話
を
つ
な
い
で
、
星
座
を
つ
く
る
よ
う
に
物
語
を
語
る
）

と
を
結
び
付
け
て
環
境
問
題
を
語
る
と
い
う
文
学
的
仕
掛
け
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
こ
の
作
家
は
、
環
境
に
対
す
る
文
学
の

役
割
に
つ
い
て
き
わ
め
て
意
識
的
だ
っ
た
。
旅
や
移
動
を
テ
ー
マ
と
す
る
小
説
『
逃
亡
派
』（
二
〇
〇
七
）
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

地
球
の
果
て
ま
で
移
動
が
可
能
に
な
っ
た
人
間
の
新
し
い
自
由
の
形
、
換
言
す
れ
ば
、
人
間
の
き
り
な
く
広
が
る
欲
望
の
形
だ）
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。
小

説
に
は
、
移
住
し
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
女
性
が
死
期
の
近
い
元
恋
人
を
祖
国
に
訪
ね
る
挿
話
が
あ
る
。
女
性
の
父
親
は
共
産
主
義
ポ
ー

ラ
ン
ド
を
「
人
が
住
む
に
は
適
さ
な
い
国
」
だ
と
言
い
、
一
家
は
地
球
の
裏
側
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
移
住
し
た
。
娘
は
長
じ
て

生
物
学
者
に
な
り
、
生
態
系
保
護
の
た
め
、
害
獣
退
治
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
。
一
方
、
飛
行
機
を
乗
り
継
い

で
は
る
ば
る
会
い
に
来
た
彼
女
に
向
か
っ
て
、
瀕
死
の
元
恋
人
は
「
な
ん
の
た
め
に
生
き
物
を
殺
す
の
か
」
と
問
う
。
理
由
は
一
つ
、

移
動
を
繰
り
返
す
人
間
が
、
も
と
も
と
の
生
態
系
に
は
存
在
し
な
い
生
物
を
、「
境
界
」
を
越
え
て
持
ち
込
ん
だ
せ
い
だ
。
し
か
し
、

そ
ん
な
「
害
獣
」
排
除
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
結
局
は
無
駄
で
あ
る
と
彼
女
に
は
わ
か
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、「
閉
じ
た
生
態
系

は
、
ま
も
な
く
存
在
し
な
く
な
る
。
世
界
は
ひ
と
つ
に
混
じ
る
か
ら
」。
彼
女
は
じ
つ
は
元
恋
人
に
、
安
楽
死
の
介
助
を
請
わ
れ
て

や
っ
て
来
た
。
自
由
な
渡
航
は
、
か
つ
て
社
会
主
義
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
か
な
わ
な
か
っ
た
こ
と
の
ひ
と
つ
だ
。
し
か
し
い
ま
や
生
物

学
者
は
、
元
恋
人
の
最
後
の
願
い
を
か
な
え
る
と
、
再
び
や
す
や
す
と
赤
道
を
越
え
て
、
南
半
球
の
自
宅
に
帰
っ
て
い
く
。
こ
の
挿

話
に
は
、「
神
の
国
」
と
い
う
、
皮
肉
な
タ
イ
ト
ル
が
付
さ
れ
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
別
名
「G

odzone

（
ゴ
ッ
ド
ゾ
ー

ン
）」
に
は
、
先
住
民
の
植
民
地
化
の
記
憶
、
人
間
が
自
然
環
境
の
変
化
に
い
わ
ば
暴
力
的
に
介
入
し
た
歴
史
が
あ
る
。
物
語
は
人

間
が
生
態
系
の
「
神
」
と
し
て
命
を
選
別
す
る
矛
盾
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
意
味
へ
の
考
察
を
通
し
て
突
き
つ
け
る
。

さ
て
、
ト
カ
ル
チ
ュ
ク
が
『
逃
亡
派
』
で
書
い
て
い
た
よ
う
に
、
世
界
に
は
「
境
界
」
が
存
在
し
な
い
こ
と
、
世
界
が
一
つ
に
混


